
健康経営の推進 

 

⚫ 健康経営の目的 

サンデングループで働くすべての人が安全衛生と環境に配慮した職場環境の下、心身共に

健康でいきいきと働き、力を発揮することができる職場をつくるため、健康経営を推進しま

す。 

⚫ 健康経営全社方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 健康経営推進体制 

サンデンは、グローバルで安全衛生活動を推進するために、G-HSE管理体制を構築していま

す。G-HSE体制の国内安全衛生委員会に健康経営推進分科会を設置し、総務本部が中心とな

り、関係部門と連携して健康経営を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⚫ 健康経営戦略マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 取り組み内容 

３つの重点項目について、活動を実施しています。2023年からはそれまでの活動に加えて、

重点活動として、ライフステージや多様な働き方に対応した、健康づくりを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．生活習慣病の高リスク者低減 

 

１）健康診断 

サンデンは産業医のアドバイスと委託先の健診機関の協力により、独自の健康診断シ

ステムを構築し、法定項目以上の検査により、的確な保健指導と医療費の削減を図って

います。 

 

２）がん検診 

健康保険組合と協力して、がん検診を健康診断に組み入れ、対象年齢の従業員すべてが、

がん検診を受けることができる環境を作っています。40 歳から 5 歳ごとに胃がんリス

ク検診（ABC検診）を導入し、リスクに応じて自律的に胃内視鏡検の検査を受けられる

よう、保健師が個別のアドバイスを行っています。また、40 歳以上の便潜血検査、35

歳以上の子宮頸がん、マンモグラフィー（希望者は乳腺エコー検査）を実施し、要精密

検査対象者に対して、確実に検査を受けられるよう受診支援を行っています。高年齢化

に伴う、がん罹患者の増加を見据えて、厚生労働省委託事業「がん対策推進企業アクシ

ョン」のパートナー企業として、がん対策の推進をしています。 

 

 

 

 

 

 

３）感染症対策 

定期健康診断・雇入健康診断に風疹抗体検査を導入し、抗体価の低い人へのワクチン接

種の支援を行っています。 

 

４）健康診断結果の改善 

定期健康診断の就業判定により、産業医意見に基づき、安全配慮義務を履行しています。 

産業医指示に基づき、要医療者には、個別の受診勧奨を行い、要生活習慣改善者には、

保健指導を実施しています。また、健康保険組合の特定保健指導のオンライン指導が就

業時間内でも受けられるよう、事業場の安全衛生委員会で周知の上、対象者には保健師

から保健指導の勧奨を行い、受診率向上の支援を行っています。 

 

５）ヘルスリテラシー向上 

2023 年より、一般社員全員を対象にした安全衛生教育を実施しています。健康診断結



果の見方と活用方法、健康づくりのポイントについて教育を実施し、自身の健康診断の

結果を理解し、活用する力を付けられるよう支援しています。 

また、保健師のセルフケア情報（月 1回）の発行、産業医講話（月 1回）の動画配信を

行い、健康情報を周知しています。 

 

 

６）ライフステージに合わせた健康づくり支援 

新入社員への健康教育を実施し、健康管理の基本と仕事と健康のバランスをとるため

の生活習慣について学び、考える機会を作っています。また、入社後半年後に保健師の

個別面談を実施し、配属後の心身の健康状態の確認と、セルフケアについて支援をして

います。 

転倒災害の防止、生活習慣病の予防を目的に定年時、60 歳再雇用後に安全衛生教育を

実施し、体力測定と筋力維持向上の運動支援を行っています。また、2023 年からは、

働く女性の健康管理セミナーを企画し継続した教育を実施する予定です。 

 

７）喫煙対策 

健康保険組合と協働し、ニコチンパッチを使った禁煙支援（スワンスクール）を実施し

ています。また、外部委託のオンライン禁煙支援を導入して、喫煙率の低減に取り組ん

でいいます。 

 

 

 



 

２.メンタル不調休職の低減 

メンタルヘルスの 4つのケアにより、１次予防～3次予防の支援を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）セルフケア 

新入社員、新任管理職へセルフケア教育を実施し、仕事と心身の健康のバランスを取れ

るよう支援をしています。また、入社半年後、5年目、キャリア採用者の保健師全員面

談を実施し、相談しやすい環境づくりを行っています。 

【2023年 保健師面談の実施】 

 

２）ラインケア 

  新任管理職を対象にラインケア教育を実施しています。 

【2023 年 ラインケア教育】 

   



３）全員参加型の「いきいき職場づくり活動」 

ストレスチェックの集団分析結果を活用して、いきいき職場づくり活動を実施してい

ます。管理職対象の集団分析結果の説明会を開催し、集団分析結果をフィードバックし、

職場ごとに活動を実施しています。高リスク職場には保健師がファシリテータ―とし

て参加して、活動を支援しています。 

2022年度は 80%の職場が活動に参加し、そのうちの 70%の職場で活動前後の総合健康リ

スク得点が改善しました。 

今後も活動を継続し、働きやすい職場づくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．主体的な健康づくり推進 

 

１）運動イベントの開催 

群馬県公式アプリを活用したウォーキングイベント（サンデン健康クエスト 2023）

や球技大会・ソフトボール大会を開催し、社員のコミュニケーションの活性化と運

動推進を行っています。 

2023年からはウォーキングイベントの対象者をお取引先企業の従業員様にも拡充し、

地域・職域連携で健康づくり活動を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 産業保健専門職の雇用と活用、育成と教育推進 

産業医（内科・衛生学・精神科）、常勤保健師を雇用し、社員の心身の健康管理支援を行っ

ています。常勤保健師は（公社）日本産業衛生学会 産業保健看護専門家制度に登録し、産

業保健専門職としての継続的な研鑽を行い専門性の向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⚫ 健康経営の指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 


